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研究課題名「特発性前・後骨間神経麻痺に対する保存療法と神経束間剥離術の

適応と成績に関する前向き多施設共同研究」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

 

本研究の対象者は、研究開始日から 2034年 3月の間に、名古屋医学医学部附属病院、国

立精神・神経医療研究センター、広島大学病院、金沢大学附属病院、京都大学医学部附属

病院、トヨタ記念病院、東京都立広尾病院、浜松医科大学医学部附属病院にて特発性前・

後骨間神経麻痺と診断され、本研究への参加について文書で同意された方です 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

特発性前・後骨間神経麻痺という病気に対して行われている治療について、その経過

や結果を詳しく調べ、今後の治療の参考となる情報を得ることです。 

特発性前・後骨間神経麻痺は、手や指の動きが悪くなる病気で、多くの場合は自然に

回復しますが、回復までに時間がかかる方や、十分に回復しない方もいます。治療と

しては、まず手術を行わずに経過を見る方法（保存療法）が選ばれることが多い一方

で、回復が思わしくない場合には手術（神経束間剥離術）が行われることがありま

す。しかし、どのような場合に手術が適しているのかについては、まだはっきりした

基準がありません。 

この研究では、診療の中で行われる超音波検査などの結果と、治療後の回復の程度と

の関係を調べることで、将来、患者さん一人ひとりの状態に応じた治療方法を選択す

る際の参考となることを目指しています。本研究で得られた結果は、今後同じ病気で

困っている患者さんの診療の質を高めることにつながると考えられます。 

 

研究方法： 

特発性前・後骨間神経麻痺の患者さんを対象とした前向きの観察研究です。研究に参

加していただいた場合、担当医が通常の診療の中で行う診察や検査、治療の内容につ

いて、その結果を記録し、研究のために利用させていただきます。診療内容や治療方

法は、研究とは関係なく、担当医の判断により通常どおり行われます。この研究のた

めに、新たな検査や治療を追加することはありません。また、通院の回数や診療の流

れが変わることもありません。研究では、診療の経過の中で確認される回復の状況



 

 

 

を、一定期間（約 2年間）にわたって観察し、今後の診療に役立てることを目的とし

ています。 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦）   2036年  3月  31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：年齢、性別などの身体プロフィール、初診時の筋力低下の程度、保存的な治療（リ

ハビリや経過観察）や手術が行われた場合の内容と時期、超音波検査、筋電図検査やMRI

などの検査結果、筋力回復の状況など 

４．外部への試料・情報の提供 

データセンターへのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行いま

す。対照表は、本学の研究責任者が保管・管理します。 

 

５．研究組織 

・研究分担者 

名古屋大学大学院医学系研究科 人間拡張・手の外科学 山本美知郎，米田英正，徳武克浩，

佐伯将臣，佐伯総太，岩瀬紘章，比嘉円，山田陽太郎 

・既存試料・情報の提供のみを行う機関として以下の組織が該当します 

国立精神・神経医療研究センター 整形外科 原 友紀 

広島大学病院 整形外科 中島 祐子 

金沢大学附属病院 整形外科 多田 薫 

京都大学医学部附属病院 整形外科 池口 良輔 

トヨタ記念病院 整形外科 栗本 秀 

東京都立広尾病院 整形外科 川野 健一 

浜松医科大学医学部附属病院 整形外科 大村 威夫 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  連絡先： 

名古屋大学大学院医学系研究科 人間拡張・手の外科学 医員 山田 陽太郎 

住所 名古屋市昭和区鶴舞町 65 



 

 

 

直通電話番号   052-744-2965 

  

研究責任者：名古屋大学大学院医学系研究科 人間拡張・手の外科学 教授 山本美

知郎 

 

 

研究代表者：名古屋大学大学院医学系研究科 人間拡張・手の外科学 教授 山本美

知郎 

 


